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一
體



コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
い
ふ
言
葉





の
正
確






な
意

義

は
ど
う
い
ふ
の
だ
ら
う
。

私




に
は
先

づ
此

の
疑
問





が
起



つ
た
。
そ
こ
で
『
井
上






英
和
辭
典








』
を
引

い
て
見

る
と
、
斯

う
あ
る
。

　
名
詞





＝
四
海



を
家



と
す
る
人



。
一
所
不
住







の
人



。
世
界
的







の
人



。
世
界
主
義








者


。
　
形
容
詞







＝
世
界
主
義













の
。
宇
宙
的







。
非
地
方
的








。
四
海



を
家



と
す
る
。
一
所

不
住






の
。
一
視
同
仁







の
。
國
家
的
觀
念












を
超
脱






せ
る
。

　
之



で
大
抵






分


る
に
は
分



つ
た
が
、
更



に
セ
ン
チ
ユ
リ
ー
・
ヂ
ク
シ
ヨ
ナ
リ
ー

を
引

い
て
見

る
と
、
斯

う
あ
る
。

　
名
詞





＝O
ne

w
ho

hasno
fixed

residence
（
一
定



の
住
所






を
持

た
ぬ
人



）
、

one
w

ho
isfree

from
provincialornationalprejudices

（
地
方
的







又


は
國
家





的
偏
見








を
離
脱





し
た
人



）
、one

ew
ho

isathom
e

in
every

plac

（
如

何

な
る

場
所





を
も
我
家






と
す
る
人



）
、a

citizen
ofthe

w
orld

（
世
界





の
民



）
。

　
形
容
詞







＝
〔
一
〕B

elonging
to

allpartsofthe
w

orld

（
世
界





總


て
の
部
分





に
屬



す
る
）
、lim

ited
orresitricted

to
no

one
partofthe

social,political,e

conom
ical,orintellectualw

orld

（
社
交
界








、
政
治
界







、
經
濟
界








、
又



は
知
識





界


の
如

何

な
る
部
分





に
も
制
限






さ
れ
ざ
る
）
、lim

ited
to

no
place,country,

orgroup
ofindividualsbu

com
m

on
to

all

（
如

何

な
る
場
所





、
國



、
又



は
個

人


の
集
團






に
も
制
限






さ
れ
ず
、
其

の
一
切



に
共

通







な
る
）
。
〔
二
〕Free

fr

om
m

」
﹈local,ornationalideas,prejudices,orattachm

ents

（
地
方
的







又


は
國
家
的







の
思
想





、
偏
見






、
又



は
愛

着







か
ら
離
脱





し
た
る
。
〔
三
〕W

idely

distributed
overthe

globe,said
ofplantsand

anim
als

）
廣



く
全
地
球
上










に

分
布





さ
れ
た
る
。
植

物







及


び
動
物






に
つ
い
て
云

ふ
。
）

　
之



だ
け
讀

ん
だ
の
で
此

の
言
葉





の
意
義
内
容








が
私





の
頭





の
中



に
ハ
ツ
キ
リ
し

て
來

た
。
大
和
魂









を
表

象







す
る
、
朝
日





に
匂



ふ
山

櫻







が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
植

物







で
な
い
事



は
無
論





で
あ
る
。
大
日
本







の
妾
宅
用








に
制
限






さ
れ
た
狆
君






が
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
動
物






で
な
い
事



も
亦
無
論







で
あ
る
。
日
本
主
義
者










、
帝

國
主
義
者










、
國
家
主
義
者










、
愛
國
者








、
國
自
慢
者









な
ど
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
人



で
な
い
事



も
亦

た
實



に
無
論





で
あ
る
。

　
然



し
私
自
身








は
ど
う
だ
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
か
否



か
。

　
私





は
今



、
私





の
少
年
時
代









の
事



を
思



ひ
だ
す
。
明
治





十
九
年



、
私





が
初



め
て

九
州



か
ら
東

京







に
遊
學






に
來

た
時



、
私





の
友
人






や
先
輩






の
學
生
間








に
、
よ
く

斯

う
い
ふ
話





の
あ
つ
た
事



を
覺



え
て
ゐ
る
。
『
あ
い
つ
は
他
國
人







に
交
際






し
て

ゐ
る
。
』
『
あ
の
男





は
他
縣
人







と
懇
意





に
し
て
居

る
。
』
そ
し
て
そ
れ
が
い
つ

も
批
難





の
意

味

を
含



ん
で
ゐ
た
。
然



し
其
頃






は
も
う
さ
う
い
ふ
事



で
他
人





を
批

難


す
る
の
は
馬

鹿





し
い
と
い
ふ
意
見





を
持

つ
て
ゐ
る
學
生






の
方



が
多



か
つ

た
。
只

だ
舊
藩






の
因
縁






に
執

着







す
る
元
氣





な
豪
傑
連








や
、
小



さ
な
愛
國
者
達










が
、
他

の
墮
落





し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
を
批
難





す
る
の
で
あ
つ
た
。
私





は
い
つ

の
ま
に
か
其

の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
つ
て
、
同
郷
人









と
よ
り
も
、
他
國
人







と
、
餘
計





に
交
際






す
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
た
。
私





は
其
時






正


に
、
日
本
國







と
い

ふ
範
圍
内







に
在

つ
て
は
、
同

郷







、
同
藩






、
同
縣






な
ど
い
ふ
地
方
的
偏
見











か
ら

離
脱





し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
つ
た
。

　
然



し
日
清
戰
爭










の
起



つ
た
頃



に
は
、
私





は
一
個

の
愛
國
者








で
あ
つ
た
。
『
同



郷




』
『
同
藩






』
と
い
ふ
事



か
ら
何
等





の
利
益





も
保

護

も
受

け
な
く
な
る
と
共



に
、
日
本
國
内









に
於

け
る
私





の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
い
よ
〳
〵
徹
底






し
て

ゐ
た
が
、
世
界
列
國









と
い
ふ
も
の
に
對



し
て
は
、
依
然





と
し
て
多
量






の
排
外








的
感
情








を
持

つ
て
ゐ
た
。
若

し
其
時






『
日
本
帝
國









』
か
ら
何
程






の
利
益





と
保

護

と
を
受

け
て
ゐ
る
の
か
と
問

は
れ
た
ら
、
返
事





に
は
當
惑






す
る
ほ
ど
の
ミ
ジ

メ
な
貧
乏
生
活











を
送



つ
て
ゐ
た
癖



に
。
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所





が
、
そ
れ
か
ら
十
年



立

つ
て
日
露
戰
爭









が
起



つ
た
時



、
私





は
既



に
非
戰
論







者


と
し
て
×
國
心









を
嘲
笑






し
て
ゐ
た
。
私





は
日
本
國
民









と
し
て
、
日
本
國
土








の

極
小






の
一
部
分





す
ら
も
分



ち
與



へ
ら
れ
て
居

な
い
事



を
知

つ
て
ゐ
た
。
尤





も
、

私

の

父


は
初



め
小



さ
な
士
族





と
し
て
、
家
屋





と
、
宅
地





と
、
其

の
周
圍





の
少



し

の
山



と
、

金
祿
公
債
證
書















の
何



百
圓



か
を
所
有






し
て
ゐ
た
が
、
私





が
家
督





を

相
續






し
た
頃



に
は
、
公
債






が
無

く
な
つ
た
ば
か
り
で
な
く
多
少





の
借

金







が
あ

り
、
家
屋





と
地
所





と
は
全
部





で
金



七
十
圓



に
賣

却







し
た
の
で
あ
つ
た
。
だ
か

ら
私





が
其
時






、
日
本
國
民









と
し
て
所
有






す
る
物



は
、
只

だ
僅



か
の
家

具

と
、
僅



か
の
本



と
、
僅



か
の
衣
服
類







と
に
過

ぎ
な
か
つ
た
。
そ
し
て
僅



か
に
文
筆
勞
働










に
依

つ
て
衣
食






す
る
の
で
あ
つ
た
。
從





つ
て
私





は
、
其

の
以
前





に

同
郷
的
愛












着


、
同
藩
的
偏
見












を
失





つ
た
と
同



じ
や
う
に
、
今



は
次
第





に

國
民
的
愛
着













、

國
家
的
偏
見











を
失





つ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
其
後





、
現
在






に
至



る
ま
で
、
此

の
本
統






の
コ
ス
モ
ポ
リ
ニ
ズ
ム
は
私





の
心
中






に
層



一
層



の
徹
底






を
爲

し
來



つ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
セ
ン
チ
ユ
リ
ー
・
ヂ
ク
シ
ヨ
ナ
リ
ー
に
、
形
容
詞







と
し
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

と
い
ふ
言
葉





の
用
例






が
擧

げ
て
あ
る
。

　C
apitalisbecom

ing
m

ore
and

m
ore

cosm
opolitan

　
　J.S.M

ill.

　
資
本





は
い
よ
〳
〵
ま
す
〳
〵
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
な
り
つ
ゝ
あ
る
。
ジ
エ
ー

・
エ
ス
・
ミ
ル
。

　
資
本





が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
な
れ
ば
勞
働






も
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
る
筈



で

あ
る
。
資
本





の
勢

力







、
資
本





の
搾
取
力









が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
れ
ば
、

そ
れ
に
對
抗






す
る
勞
働
運
動










も
同



じ
く
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
る
筈



で
あ
る
。

從

つ

て
又



勞
働
運
動
者












の
心
理





が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
る
の
は
當
然






で
あ
る
。

　
但



し
、
資
本





は
一
面



に
於

い
て
猶

ほ
大



い
に
國
家
的







で
あ
る
か
ら
國
際
戰
爭










も
起



り
、
從





つ
て
又



、
國
家
的







社
會
主
義
者












も
あ
り
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
成

り
得

ざ
る
心
理





の
働





き
が
そ
こ
に
在

る
。
ア
メ
リ
カ
の
資
本
家









に
搾
取






さ
れ
る

の
も
、
日
本





の
資
本
家









に
搾
取






さ
れ
る
の
も
同



じ
わ
け
だ
が
、
日
本





の
勞
働
者








と
し
て
は
、
全





く
『
同



じ
わ
け
』
に
行

か
な
い
心
理





が
殘



つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら

ま
だ
世
間





に
半
煮





え
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
が
多



い
。

　
私
自
身








と
し
て
は
、
正



に
一
個

の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
だ
と
信



じ
て
ゐ
る
。
然



し
私





は
『
一
所
不
在







』
で
な
い
。
明





か
に
日
本
東
京










に
居
住






し
て
ゐ
る
。
又



海


外




に
旅
行






し
た
事



も
殆



ん
ど
な
い
。
『
四
海



を
家



と
す
る
』
ほ
ど
の
廣



い
心



持




も
な
い
。
國
語





と
風
俗






と
人
種






と
の
關
係
上










、
世
界





の
有

ら
ゆ
る
國
民






、

有

ら
ゆ
る
人
種






に
對



し
て
、
『
一
視
同
仁







』
と
い
ふ
ほ
ど
の
、
全





く
同



じ
親



し

み
を
感



じ
得

る
と
は
云

へ
な
い
。
從





つ
て
又



、
『
地
方
的







又


は
國
家
的







の
偏
見






』

か
ら
は
離
脱





し
て
ゐ
る
積



り
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
人







と
、
日
本
語









と
、
日
本





の

風
俗






と
自
然





と
に
對



し
て
、
ま
だ
可

な
り
多



く
の
『
愛

着







』
を
持

つ
て
い
る

事


は
爭





は
れ
な
い
。
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